





















































表 1 は柳田村の昭和 24（1949）年から昭和 32（1957）年にかけての製炭量の推移で
ある。昭和 24（1949）年に製炭量は 2,000ｔであったが、その後年々順調に生産の増大





A さん（中斉、男性、70 歳）、B さん（神和住、男性、87 歳） 
60～70 年前（1930、40 頃）の柳田での炭焼きは石川県内でもトップで、農家 1,000
戸のうち炭焼き 400 人、窯が 400 あった。多くが副業をしていた。 
C さん（天坂、男性、73 歳） 
終戦後は旧柳田地域で 1,200～1,300 戸の家があり、その中で炭焼きの窯は 2,000 近
くあった。戦後の燃料不足から炭焼きが盛んで、旧柳田村は石川県全体の 1 割ほどの炭
を作っていた。 
































炭に従事する戸数は昭和 24（1949）年に 660 戸を数えたが、木炭の需要増大とともに
専業的に生産する傾向が強まり、その後かえって製炭戸数が減少した。3 年後の昭和 27
（1952）年には 200 戸となっている。製炭量も昭和 32（1957）年のピークを過ぎたの











E さん（寺分、男性、83 歳） 
作った木炭の 90％は出荷していて、残りは自家用として使っていた。自家用のもの
は大きさが半端で、売り物には適さないものがほとんどだった。終戦後は 1 カ月に 3 回
仲買業者が訪れ、馬車で 30 俵ほど炭を積み宇出津から富山へと運んでいた。仲買は柳
田にも 3～4 軒請け負う所があり森林組合にも入っていたらしい。 


























処で焼いた木炭の 3 分の 1 を納めるという方法もあった（『柳田村史』1975：675-676）。 
 木材の種類や適した使用方法について A さん、C さん、E さん、F さん（神和住、男





















E さん（寺分、男性、83 歳） 






る。1 つの窯を立てるのに 1 カ月かかり、
3 年ほど使うことができる。 
 
 C さんの使う窯は 15kg×40 の量の炭が
一度に焼ける大きさで、これは昔 15kg 単
位で出荷していたためである。奥行き 3m、
幅 4m ほどで、C さんの炭焼き小屋にお邪
魔した際に、実際に窯の中を見させていただいたところ、内部は奥に行くほど天井が高

























写真 2 炭焼き窯（C さん） 2016 年 8 月筆
者撮影
写真 3 窯の内部からの












 以前炭焼きをされていた E さんからお聞きした炭の製造工程を中心に、人によって
異なる作り方の部分を補足していく。 
1、 窯に生木を入れ、オッポ（煙突）の反対側にある入口から火をつける。良質な木材
は中心から 3 分の 2 の範囲内で焼く。それ以外の部分（入口に近い方）は灰になっ
てしまう。 





















































































現在、炭友会の会長をされている A さんと、会員である B さんからお話を伺ったと
ころ、斉和会の内部の組合として炭友会と言う名称で、現在 6 名が会員となり炭焼きを
共同で行っていた。斉和では 50 歳で青壮年会を退会し 65 歳から老人会に入るのが慣
例だったが、その間期に時間が余るということで何かできる活動はないかと探した結果、
炭焼きという提案が上がった。斉和会員を中心に人員を募り、炭友会という名称で 2009
年頃に結成した。年会費を当初 5 千円として当時の会員 15 人から徴収していたが現在
は検討中のため徴収はしていない。また柳田にゆかりのある写真家の協力のもと、窯を
制作した過程を収めた写真集を十数部ほど作成した。炭友会を結成するにあたり同時に
人を雇って手伝いを受けて窯を作ったが、その際作り方を当目で炭焼きをしている F さ
んから教わった。窯の設置費用の半額を石川県木竹炭組合からの補助金でまかない、残
りは積立金で行った。完成時に白山神社の神主の方にお祓いをしてもらったが、これは
自主的なものであり昔は完成のお祝いをする程度だった。 
窯で作った炭は、当初は B さんの経営する農産物の販売所で斉和炭として売り出し、
その後販売を拡大した。出荷先は七尾のうなぎ屋と穴水のカキ貝焼きが主であり、お茶
の席で使われるほか、水の腐敗防止に花瓶に入れたりカブト虫・鈴虫の籠に入れたりと
いった使い道がある。のせ木の部分は徳用炭としてバーベキューに使われる。 
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5．考察 
 ここでは、過去から現在にかけての旧柳田村地域における炭焼きの役割の変化につい
てその推移をまとめつつ考察する。旧柳田村地域では、前述したように昭和以前から炭
焼きが生計を立てる手段として重要な役割を果たしてきた。その理由として、山間地域
に位置するという特徴から、木材資源の豊富さや漁業に代わる資源といった炭焼きに向
いた利点が窺える。さらに戦時から戦後すぐにかけての木炭需要の増加が大きく影響し
ていたと考えられ、今回住民の方々にお聞きした話に多く取り上げられていた、戦後ま
もなくの製炭興隆期に繋がったのではないかと言える。このように地理的な傾向と、藩
政期から続く生業であったことに加え、戦時から戦後にかけて木炭の燃料需要が非常に
高まった時代背景があったことで、石川県内でも旧柳田村のあった鳳至郡での炭焼きが
最も盛んとなった。 
 では現在の炭焼きの状況はどうなっているか、聞き取り調査でお聞きした内容から分
かった点は、かつて生業として行われていた炭焼きがそのまま継続し、現在の柳田地域
での炭焼きであるのではなく、全く新たな目的、理由から再開された事業や活動である
ということである。近年新たに窯を立てて炭焼きを開始された方々の理由には、2007 年
の能登半島地震での損壊した窯の補修の手伝いに行った際に自分もやってみようとい
う気が起こったり、窯を立てるにあたって近隣の地域で継続して炭焼きを行っている知
人から方法を教えてもらったりと、近隣の方とお互いに影響を受けて始めたという経緯
が多くみられた。数十年前に炭焼きに携わった経験があるという人もいらっしゃったが、
長く炭焼きから離れていた所をそれらのきっかけを機に始めたという意見が多く、その
目的も以前のような生業としてではなく、半分は趣味であったり、協働で出来る活動と
してであったりと様々であったが、そこにはやはり柳田地域で脈々と継がれてきた炭焼
きの歴史が要因にあるのではと思った。聞き取りや見学をさせていただく中で、窯立て
から炭を焼くまでの工程は生半可なものではなく、手間と時間が非常に必要となる作業
であると実感したことから、かつて村中で行っていた記憶や炭焼きに適した風土がなけ
れば新たに一から開始することは困難なのではないかと感じた。また、かつての生業と
しての炭焼きとは異なる一方で、工程や方法は大きく変化することなく昔のまま受け継
がれていることが、窯の制作方法や炭を焼くコツといった技術の伝承から分かった。 
お話を聞く中で、後継者不足という問題がいくつか浮かんでいたのも印象的であった。
重労働な作業であること、生業でないため儲けを第一にしていないことから、次代に受
け継がれていくことへの困難さが発生しており、戦後の衰退期とは異なる理由から継続
への問題が出ているようだった。現在されている方々は強く受け継ぎの意志を示してい
るわけではないものの、それ故に柳田で古くから生活のそばにあった炭焼きが今後さら
に縮小していく可能性は大きいと言える。 
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6．おわりに 
 今回の調査にあたって、多くの方々から炭焼きの過去と現在の状況をお聞きしただけ
でなく、実際に炭焼き小屋にまでお邪魔させていただき、使用する道具や製造された実
物を拝見させていただきました。実地調査であることや初めての単独での聞き取りとい
うことで当初は緊張していましたが、柳田地域の多くの方々からあたたかく快い対応を
受け、模索しながらも無事調査を終えることができました。聞き取り調査では、現在炭
焼きをされている方や昔行っていたが現在は行っていないという方、どの方々のお話か
らも当時の炭焼きの詳細な様子や盛んな様相が強く伝わってきて、衰えない柳田地域の
伝統としてのあり方を感じました。 
 最後となりましたが、本調査にご協力いただいた柳田地域の方々に感謝の意を申し上
げます。本当にありがとうございました。 
 
 
  
